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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では次の章では、皆さんもよくご存知の事故事例などを使って、
組織文化的な要因について、簡単に考察をおこなっていきましょう。

まず、画面をご覧頂きたいのですが、
こちらには、組織の構図が模式的に表現されています。

帽子をかぶっているのが社長さんで、
緑色のかたが中間管理者層のかた、
そのしたが現場で働いているかたです。

組織というのは、こういった複数の組織メンバーが、
相互に連携して組織活動を行っています。
それぞれのかたにはそれぞれの役割や目標が設定されており、
あたかも各自がうまくその通りに動いていけば、
組織もうまく運営されていく、というような暗黙の前提があります。

ところが、やっかいなのは、当たり前ですが、
組織のメンバーは、それぞれ別々の意識を持って活動しており、
また、サイモンの言うとおり、限定合理性という理性の限界を持っており、
また、心理的なバイアスも発生してしまう、
そういった、非常に、人間的といいますか、そういうメンバーが集まって、
活動をしている、ということが特徴です。
ですので、決して、プログラム通りに動くロボットの集合体ではない、ということです。

そんな組織活動の中では、組織のリスクとなるさまざまな問題も発生します。
こちらに、事故や事件の要因となりえる代表的なパターンとして、６つのポイントを挙げました。

これらは本日わかりやすく６つを挙げただけですので、
お互いに独立ということでもありませんし、
一つの事故がこれらのうちからひとつの原因だけに帰着されるものでもありません。

以降では、これらの各ポイントごとに、一つの事例をご紹介して、
それぞれの事例の組織文化的な着目点などに関する考察を
ご紹介していきたいと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「年代別の事例一覧」、「都道府県別の事例一覧」に収録している突風事例のうち、現象区別が「竜巻」および「竜巻またはダウンバースト」である事例の年ごとの発生確認数を集計しました。�ただし、水上で発生しその後上陸しなかった事例（いわゆる「海上竜巻」）は、被害をもたらさないことがほとんどですので除いています。同様に、月別発生確認数、都道府県別発生確認数、発生時の気象条件等、時刻別発生確認数についても海上竜巻を除いて集計を行い、年別発生確認数と整合を図っています。��ご利用に当たっての注意�1991年と2007年に統計方法の変更が行われています（詳細は「統計方法変更の経過と発生確認数への影響」をご覧ください）。�このため、年ごとの発生確認数のご利用に当たり、次のようなことはできませんのでご注意ください。
2007年以降の発生確認数を、1991～2006年の16年間の発生確認数の平均と比較し、「多い」、「少ない」と評価すること。1961年から本年までの発生確認数を比較し、「増えている」、「減っている」と評価すること。過去30年の発生確認数から平年値等を算出すること。
http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/tornado/index.html
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
データ更新済み
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
データ更新済み（不慮の事故等と自殺のデータのみ）

データを更新しました。
統計局のデータを基に作成したところ、「不慮の事故」に関して、日本の数値が一番高くなりました。
念の為基にしたデータを本ファイルと一緒に添付させて頂きます。

宜しくお願い致します。
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